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	温水式床暖房・道路融雪向けに開発した専用配管パイプ

柔軟性・経済性に優れた新耐熱ポリエチレン管を発売




三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
　三菱樹脂株式会社は、約３０年に及ぶポリエチレン管の製造技術を活かし、需要が拡大している温水式床暖房及び道路融雪用の配管パイプとして、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニー（米国・ミシガン州）の耐熱水性ポリエチレン樹脂（商品名：「DOWLEX※／ダウレックス※」）を原料に採用した業界初の耐熱ポリエチレン管「ヒシパイプＰＥ－ＲＴ」を開発しました。１２月１日から販売を開始いたします。

当社は、住宅の給水・給湯用パイプ及び床暖房用パイプとして、ポリブテン樹脂を原料にしたポリブテン管「ヒシパイプＰＢ」を販売し、給水・給湯用向けに販売実績を伸ばしています。しかしながら床暖房の普及とともに需要拡大が期待されている温水式床暖房用パイプでは、架橋ポリエチレン管が主流となっています。このような状況の中、当社は、床暖房用・道路融雪用の専用配管パイプとして耐熱ポリエチレン管「ヒシパイプＰＥ－ＲＴ」を開発しました。

この耐熱ポリエチレン管「ヒシパイプＰＥ－ＲＴ」は、ダウ・ケミカル社の耐熱水性ポリエチレン樹脂を原料に採用した業界初の配管パイプです。架橋ポリエチレン管と比べ、柔軟性（可とう性）に優れるため施工が簡単で、また原材料での架橋工程がないため、設計積算価格で約３割のコストダウンが図れる画期的な配管材です。

　床暖房機器や道路融雪にかかわる大手ガス会社から熱源機器メーカー、床暖房専業メーカー向けに販売し、３年後４億円の販売を目標としております。

※ザ・ダウ・ケミカル・カンパニー商標

【用語解説】

・架橋ポリエチレン

分子間のところどころを結合・架橋（クロスリンク）させた超高分子量のポリエチレンです。ポリエチレン本来の長所に加え、耐熱性、耐クリープ特性等が向上しています。

・ダウ・ケミカル社の耐熱水性ポリエチレン樹脂（商品名：「ＤＯＷＬＥＸ／ダウレックス」）

分子のところどころに分子鎖のからみあいをつくることにより、ポリエチレンが持つ耐薬品性などの優れた特性を保ちながら、耐熱性や耐クリープ特性をさらに向上させたポリエチレンです。欧州では“架橋ポリエチレン”と肩を並べる実績があるものの、国内ではこれまで配管パイプの原料としてほとんど使用されていませんでした。

【主な特長】

①　柔軟性（可とう性）に優れ、施工が簡単です。

②　耐食性に優れ、衛生的な管材です。

③　優れた耐熱クリープ性です。

④　架橋ポリエチレン管に比べ約３割のコストダウンが可能です。

⑤　配管に使用する継手は既存のものが使用できます。

⑥　リサイクルが可能です。

【写真：施工例】

（写真提供：ザ・ダウ・ケミカル・カンパニー）
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